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                 言うことを聞くのは甘やかし？ 
 

親が「子供の言うことを聞く」ことは、

子供を甘やかすことで、子供のためになら

ないのではないか、と考えがちです。子供

の「言うことを聞く」ことは、子供の「い

いなりになる」という意味だととらえてい

るため、しつけ面で良くないと判断してし

まいがちです。 

でも、それは少し違います。子供の言う

ことを聞くというのは、子供の言っている

ことに耳を傾けるということなのです。つ

まり「子供の主張を聞く」ということを示

していて「言っていることをそのまま受け

入れる」ということではないのです。これ

を区別していないと、子供とのコミュニケ

ーションがうまくいきません。相

手が何を思っているのか、何を要

求したいのかを聞いてみないと

分からないということです。相手

の言うことを正確に聞くことが、

コミュニケーションのスタート

地点となるのです。 

 

例えば、親子でスーパーに買い

物に行ったとき、「ガチャガチャ

買って！」と子供がねだったとします。い

つも子供の要求のままに、「いいわよ」と買

い与えるのは「甘やかし」となります。こ

れをくり返していると、子供は要求を聞い

てもらおうと泣いたり騒いだりするかも

しれません。「ダメでしょ」と一方的に親が

禁止したり正論で言い負かそうとしたり

すると、子供は反発し、不満をためていき

ます。 

では、どのような対応すればよいのでし

ょうか。 

まずは、「ガチャガチャを買って欲しい

のね」と、子供の気持ちをそのまま受け止

めます。子供が「欲しかったガチャガチャ

がこの前は取れなかったから買って欲し

い」と反応したら、「そうか、欲しかったも

のが取れなかったから買って欲しいのね」

と、くり返して聞きます。そして「でも、

この前に買ったばかりだし、月に一回と約

束したから、今日は買わない日よ」と、親

が買えないことを説明します。子供は簡単

に納得しないかもしれませんが、自分の言

いたいことを聞いてもらったことで、親の

話にも耳を傾けるようになり納

得しやすくなります。そして、

子供なりに考えていろいろな案

を出してくることもあります。 

 

社会情勢の変化に伴い、親子

を取りまく環境も複雑になりま

した。子供にスマホを持たせる

かどうか、ゲームする時間はど

のくらいにすればいいのか等、

一つ一つのことについて親子で

考え、話し合いをしていかなくてはなりま

せん。「子供の言うことを聞いて理解して

から対応する」というコミュニケーション

のあり方は、子供が中学生になっても高校

生になっても変わることなく有効な方法

となるでしょう。 
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